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論文要旨：【目的】本研究グループは糖尿病に伴う糖代謝異常が認知症の発症に深く関与している一群を
糖尿病性認知症として提唱している。このような疾患群の画像上の特徴を脳血流 SPECTおよびアミロイ
ド PETを用いて検討した。 
【方法】2013年の研究において 2型糖尿病を合併し臨床的にアルツハイマー病（AD）と診断された 175
例の患者を脳画像所見により 4つのグループに分類した。そのうち、初回 SPECTで側頭頭頂葉の血流低
下を示し脳血管性病変のみられなかった 29例（AD群）と側頭頭頂葉の血流低下および脳血管性病変の
いずれもみられず、糖尿病との関連が深い 18例（糖尿病性認知症群）を脳血流 SPECTにて 3年間フォ
ローした。また両群のうち 11例にアミロイド PETを行った。 
【結果】追跡 SPECTにおいて、AD群では側頭頭頂葉の血流低下の増悪、その他の部位でも血流低下の
増悪がみられた。糖尿病性認知症群では前頭側頭葉や辺縁系の一部での血流低下がみられるのみであっ
た。糖尿病性認知症群 9例中 6例はアミロイド PETで陰性、またはごく僅かな集積を認めるのみであっ
た。 
【結論】糖尿病と密接な関連がみられた認知症の一群は、臨床的には ADと診断されたが、ADとは異な
る病態生理に基づくことが示唆され「糖尿病性認知症」の存在が推測された。本症を正確に診断するこ
とは、日常臨床において適切な治療や予防を考慮する上で重要である。 
審査過程：①糖尿病における認知症の実態と背景、検査所見、現在まで解明された事項について 
適切な説明がなされた。また、研究デザイン、方法について適切な説明がなされた。 
② 糖尿病性認知症と MMSEのスコアの詳細な内容分析について適切な回答、説明がなされた。 
③ SPECT,アミロイド PETの所見および tau蛋白蓄積所見についての質問に適切に回答できた。 
④ 糖尿病性認知症という概念と糖尿病に合併しやすい鬱病との関連性や炎症マーカーやサイトカ
インとの関連に関する質問に適切に回答できた。 
価値判定：本研究は世界的に増加する糖尿病に合併する認知症に関連し、SPECT,アミロイド PET を用い
て臨床的に ADと診断された症例について詳細な画像解析を行っている。現在、糖尿病に合併する認知症
は増加傾向にあるにも拘わらず、その病態の解明や分類も十分進んでいない。本研究は「糖尿病性認知
症」という新しい概念を提唱する根拠となった重要な画像所見を長期追跡、解析した重要な研究であり、
今後の糖尿病、認知症の研究、臨床に大きく寄与するものである。よって学位論文としての価値を認め
る。 
 
